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第 ３ ０ 回 理 事 会  

 

 令 和 2 年 5 月 2 9 日 、 大 分 セ ン チ ュ リ ー ホ テ ル に お い て 1 3 名 の

役 員 ・ 理 事 ・ 監 事 が 出 席 し て 令 和 ２ 年 度 第 3 0 回 本 部 理 事 会 が 開 催

さ れ た 。 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 予 防 の た め 大 分 県 内 居 住 者 に 限

っ て の 開 催 と な っ た 。  

 

〇 経 済 学 部 か ら の 説 明  

理 事 会 に 先 立 ち 、高 見 博 之 経 済 学 部 長 が 、1 0 0 周 年 記 念 事 業 に 向

け て 経 済 学 部 で 進 め て い る 以 下 の 準 備 状 況 に つ い て レ イ ア ウ ト 図

等 を 基 に 詳 細 に 説 明 さ れ た 。出 席 者 か ら 質 問 、要 望 、提 案 が な さ れ

た 。  

 ・ 黒 土 始 記 念 講 堂 の 整 備 に つ い て  

 ・ 1 0 0 周 年 記 念 公 園 の 整 備 に つ い て  

 ・ 記 念 碑 の 建 立 に つ い て  

 ・ ア ー カ イ ブ ル ー ム の 設 置 に つ い て  

 ・ 懸 垂 幕 の 設 置 に つ い て  

 ・ 記 念 式 典 ・ 前 夜 祭 の 実 施 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 理 事 会  

経 済 学 部 長 退 席 後 、 石 川 公 一 会 長 の 司 会 で 理 事 会 に 移 っ た 。  
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 2 0 1 9 年 度 の 事 業 報 告 及 び 決 算 、 令 和 2 年 度 の 事 業 計 画 及 び 予 算

等 に つ い て 柴 田 宏 二 常 務 理 事 が 説 明 。 木 本 英 光 監 事 に よ る 監 査 報

告 、 質 疑 を 経 て 、 評 議 員 会 に 提 出 す る こ と を 全 員 で 承 認 。  

 7 月 4 日 に 予 定 し て い た 評 議 員 会・支 部 長 会 議 は 、新 型 コ ロ ナ 対

応 で 全 国 か ら 参 加 を 求 め る の が 困 難 な 状 況 を 踏 ま え 、 会 議 を 開 催

せ ず 、 書 面 に よ る 決 議 に 代 え る こ と が 決 定 さ れ た 。  

 次 い で 1 0 0 周 年 記 念 事 業 計 画 の 進 捗 に つ い て 協 議 。 野 々 下 俊 昭

実 行 委 員 長 に よ る 説 明 、 玉 井 鉄 之 募 金 推 進 実 行 委 員 長 の 報 告 を 受

け て 、 今 後 の 進 め 方 を 協 議 し た 。  

 

 令 和 ２ 年 度 事 業 計 画 等 は 書 面 に よ る 評 議 員 会 議 決 後 に こ の ホ ー

ム ペ ー ジ に 掲 載 す る 。  

 

出 席 者  

 会 長 ： 石 川 公 一 、  名 誉 会 長 ： 相 良 浩 、  相 談 役 ： 大 堀 敬 直  

 会 長 代 行 ： 三 浦 洋 一 、  副 会 長 ： 髙 井 道 晴  

常 務 理 事 ： 柴 田 宏 二 ・ 渡 邊 博 子  

理 事 ： 野 々 下 俊 昭 ・ 帆 足 三 郎 ・ 玉 井 鉄 之 ・ 髙 野 浩 子  

監 事 ： 此 本 卓 彌 ・ 木 本 英 光  

（ 経 済 学 部 ）  

 学 部 長 ： 高 見 博 之 、 事 務 長 ： 吉 野 勉  


